
ターゲットをファミリーとし、老若男女問わず、多くの方々へ普及啓発を行う。

森川海人っプロジェクト に取り組んでいます

「森川海はひとつ」という思いを「人がつなぐ」意味。
山は川を通して平野の暮らしを支え、海への恩恵をもたらす源流でもある

ことから、森川海のつながりや管理の重要性などについて「森川海はひとつ」
として県民に広げ、 県民一人一人の意識醸成や行動につなげるもの。
森、川、有明海や玄海の豊かな自然環境を未来につなげるプロジェクト。

きっかけは、『平成２９年７月九州北部豪雨』災害。

平成29年九州北部豪雨による有明海への流木被害や平成30年から令和3年
まで4年連続で大雨特別警報が発表されるなど、土砂災害のリスクが高まっ
ています。県民の生命や豊かな暮らしを守る礎となる山を未来に引き継ぐた
め「山を大切にする」こと、そして「森川海の自然のつながりを守る」こと
が必要。山は平野部の暮らしを支え、海への恩恵をもたらす源流でもあるこ
とから、「森川海はひとつ」として豊かな自然環境を人が未来につなげる
「森川海人っプロジェクト」に取り組んでいく。

もりかわかいと

ターゲットをファミリーとし、老若男女問わず、多くの方々へ普及啓発を行う。

森川海人っプロジェクトで目指す姿

Ⅰ 活動をつなげる

Ⅱ 人がつながる

Ⅲ 次の世代につなげる

①森川海のイベントをつなぐ
②林業、漁業、河川関係者の人の交流
③まもる・ふれあう・知る・味わう体験
④プロジェクト広報活動

①森川海の人と県民がつながる
②市町、CSOとつながる
③九州各県とつながる

イベント参加者
を増やす

人のつながり強化
森川海の人、県民、市町、
CSO、九州各県

佐賀の豊かな森川海を
次の世代につなげる
県民が「森川海はひとつ」との
意識を持ち行動している。

持続的な県民活動へ
発展させる必要

県民をどう巻き込み、
県民運動に広げるか



ターゲットをファミリーとし、老若男女問わず、多くの方々へ普及啓発を行う。

平成29〜令和５年度の取組内容

Ｒ６の取組について（森林整備課関係）
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〇アナログ
・ＰＲグッズの作成・配布
・広報誌を活用した情報発信 等

〇デジタル
・HP、SNSによる発信
・コンセプトブックの配布 等

日常的に
目にする状態
（プロジェクトへの
関心が高まり、
より効果的な
広報が可能）

○森川海人っ森づくり協定の推進
・山と接点を持つことが少ない企業・団体との山づくり
に関する協定の締結

○チーム森川海人っに対する補助の実施
・学びと体験の両面を含んだ、地域の自然に沿った学習イベントに補助を行
い、チーム主催の「森川海人っ一日体験スクール」として実施

・高校生や大学生の部活動・サークル等が行う森川海に関する調査研究に
ついての補助を実施

○森川海人っ教室の実施
・子どもたちが森川海のつながりや人との関わりについて
総合的に学ぶ森川海人っプロジェクトの出前講座を農林
事務所と連携して開催

○森川海人っサミットの開催
・補助事業として行った調査研究活動の成果発表会を、チーム登録団体と若年
層の交流の場として開催

○森川海人っ合宿の開催
・中学生を対象とした森川海での環境保全に対する深い学びと活動を体験する
宿泊研修の実施




